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富士通鹿児島インフォネットのご紹介

○会社概要
○設立 ： 1986年7月8日（創立38年）

○資本金 ： 1億円（富士通株式会社：65％ JA鹿児島県連：35％）

○本社所在地 ： 鹿児島県鹿児島市

○社員数 ： 235名（2023年4月1日現在）

○事業内容
○コンサルティング、システム開発、アウトソーシング
○特定業種・分野に関する全国向けシステム開発
○データセンターを中心とした各種サービスビジネス
○販売系・情報系等のパッケージソフトウェアや関連機器の販売
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鳥獣対策ＤＸプロジェクトの事例紹介
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プロジェクト概要（背景・目的）

背景

⚫イノシシやサルといった鳥獣による農作物への被害が増加しており、地域の農
業従事者の生産意欲を減退させている

⚫鳥獣害の対策を実施するためには、鳥獣の駆除や捕獲が必要となってくるが、
地元猟友会の人手不足（高齢化、後継者不足）や、対応に必要な費用捻出が困
難になってきており抜本的な対応が求められている

⚫鳥獣の駆除・捕獲に必要な費用負担が高額になってきている
⚫自治体が主体となり活動を主導し、デジタル技術に関する知見を活用すること
で、鳥獣対策DXを実現

目的

⚫農業の持続性を阻害する最大の要因である農作物への鳥獣被害を、デジタル技
術を活用し軽減する

⚫対策に携わる方の業務プロセスを分析し、見直す事で「効率化」と「意欲向
上」を目指す

達成
ゴール

⚫鳥獣被害軽減に向けた活動の永続と効率化
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① ワナ監視装置やドローンの導入により捕獲を効率化や、捕獲記録と捕獲補助金申請情報をクラウドで一括
管理することで、猟友会・自治体職員の業務負担の軽減を実現（デジタル①～③）

② フィールド・イノベータが業務プロセスの現状問題の分析を行い、改善に必要なデジタル対策をクラウド
に反映。（デジタル④）

ＤＸプロジェクトの全体像（参考）

捕獲用ワナの見廻り軽減・効率
的な管理

ワナが作動したら
メールで通知

ドローンによる上空からの
鳥獣確認

上空から赤外線カメラと
望遠カメラを利用して
鳥獣を確認

鳥獣害情報を管理
し、猟友会・自治
体職員の業務を効
率化

ヒアリングや視察から
現状分析と改善内容を
精査。改善案をクラウ
ドへ反映。

業務効率化の一環で
各種申請をシステム
化

申請情報

デジタル① デジタル②

デジタル③

鳥獣害対策クラウド

改善案

デジタル④ 現場の業務プロセスの
分析と改善を推進

稼働通知
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参考導入効果（自治体職員の対応工数）

⚫鳥獣害対策クラウド導入や業務改善により、約６７%の工数削減を確認

2022年11月1日～30日の実績
27時間15分(1,635分)

2023年2月6日～3月17日の実績
8時間54分(534分)

*1年＝(1週間:5日)×52週で算出

1日あたり 82分
1年あたり* 352時間

1日あたり 18分
1年あたり* 80時間
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鳥獣害対策クラウドについて
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鳥獣害対策クラウドの概要

鳥獣害対策クラウドは鳥獣に関する情報を保管／共有し、活用するための情報プラットフォームです

捕獲実績
の報告

・出没情報
・捕獲情報
・罠設置場所
など

情報共有、利活用

罠や柵の設置場所
の報告

出没の多い場
所の共有など

作業の効率化
捕獲実績の集計など捕獲実績数の表示

被害情報の一覧表示 設置罠や柵の地図表示

出没・被害情報
の報告
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出た・見た！

捕獲した！

仕掛けた！
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鳥獣害対策クラウドの基本機能
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捕獲実績を簡単に登録１

鳥獣害対策クラウドの基本機能として、鳥獣対策に必要な情報を管理するための機能が備わっています

様々な種類の帳票出力に対応２

目撃や被害状況などを共有３

罠や電気柵などの位置を地図に表示４

監視センサーと連携して全体を管理※1５

発生状況を地図上に見える化６

※１ センサーによっては連携のためのカスタマイズが必要となります。
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(3)鳥獣害対策業務を効率化

(2)地図システムで場所と傾向を見える化

鳥獣害対策クラウドの機能ポイント

(1)地域の鳥獣対策に関する情報を管理

(4)関係者間でのスムーズな情報共有

捕獲写真

被害写真

地図場所

被害や捕獲状況、罠
や電気柵の設置状況
などテキスト、写真、
地図情報を管理。

登録された情報を地
図上に展開。件数や
出没傾向、柵の設置
外観を確認。

鳥獣害データ
登録されたデータか
ら、捕獲交付金申請
や各種報告業務の帳
票を出力。日常の対
策業務を効率化。

モバイルデバイスか
ら地域の鳥獣害デー
タに簡単にアクセス。
情報を共有して対策
に活用。
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鳥獣害対策ＤＸを加速させる取り組み
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～取り組みデジタル化施策事例のご紹介～
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①高齢者の方にも利用してもらえるように
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捕獲場所の登録を簡単にかつ
正確に。

日々確認したくなる工夫を反
映して、アプリへ親近感を。

表示を大きく、シンプルに。直感
的に登録できる事を目標。

DX化には捕獲記録のデジタル変革が必須。猟友会の方のモバイルデバイス利活用がポイント。

入力しないといけない内容、入力され
た内容を一目で把握。

複数の設定手段を用意。各個人の操作
しやすい設定方法で場所を設定。

状況確認だけでなく、今後はゲーム要
素(ゲーミフィケーション)の取り入れ
も検討。

写真のジオタグ

から設定

メッシュ番号か

ら設定

字名など地区名

などから設定

地図を確認して

設定

スマホのGPS情
報から設定

メッシュや行政
区域を地図表示

して設定

自分の実績、猟友会全

体の状況を日々確認

全体の状況を地図で把握

※ヒートマップ表示
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入力、撮影するだけで捕獲看板を画像
内に自動作成。

②捕獲後の処理作業の改善に向けて
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捕獲後、現場では様々な処理作業を行う必要あり。現場での作業負担を改善。

写真には捕獲看板だけでなく、撮影日時や緯度経
度を印字。

捕獲後の現場では、、、
・捕獲鳥獣の処理（止め刺しなど）

・報告のための準備（捕獲日ペイントなど）

・写真撮影用の看板準備

・写真撮影

・捕獲鳥獣の証憑取得（尻尾や耳）

・処分作業

様々な処理作業があり猟師の負担に

負担軽減
のために

アプリで撮影した写真

に看板を合成

入力内容に応じた情報

を看板に表示

富士通 太郎
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提出された捕獲証憑を写真撮影するだけで手間
なく管理。

③事務作業の効率化に向けて
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自治体では捕獲実績管理や交付申請など多種多様の作業あり。効率化を図り、対策に注力。

撮影された捕獲証憑は、捕獲情報とともにクラウドに保存。
ファイリングせず、必要に応じてクラウドから出力。

入力された捕獲実績データから様々な申請書類
を手間なく出力。

有害捕獲
確認書

交付申請書

捕獲写真
一覧

作成手間を省き、申請時にシステムから出力。自治体様のご
要望に応じて必要帳票をカスタマイズが可能。

捕獲情報を印刷した台
紙を都度用意して捕獲

証憑を撮影

クラウドで撮影した捕
獲証憑写真に捕獲情報

を自動追加
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圏外においても必要最低限の登録は可能に。電
波が入る場所で自動でデータ反映。

④どこでも利用できるように
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鳥獣害対策クラウドはWebシステム。圏外の山中でも実績登録ができる仕組みが必要。

猟師からは、、、
「電波が届かない山中での登録はどう
するのか？」「捕獲場所の山中はほと
んどが圏外」

利用しない理由とならないた
めには

GPS
はOK

圏外でシステムに接続
できなくても入力可能。
緯度経度の取得OK

一時保存

接続可能になったタイ
ミングで、一時保存
データを自動登録

自動反映

一時保存
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捕獲時 報告の準備 窓口で報告 受付後の対応 報告／申請

捕獲現場でクラウドか
ら捕獲実績登録、写真
撮影を実施。緯度経度
で捕獲場所を設定。

特に作業なし。

自治体窓口を訪問し、
持参した報告物を提出。
職員は登録データを
チェックして受付。

受付後、職員にて提出
された証拠物をクラウ
ド機能で撮影。

クラウドから必要書類
を印刷して、提出。

捕獲時 報告の準備 窓口で報告 受付後の対応 報告／申請

捕獲現場で写真を撮影。
捕獲鳥獣から証拠物を
採取。

撮影写真の出力と捕獲
実績内容の記入を自宅
で実施。捕獲場所は
メッシュ番号や字名。

自治体窓口を訪問し、
持参した報告物を提出。
職員は内容チェックし
て受付。

受付後、職員にて報告
内容の入力、提出書類
のファイリング、証拠
物の撮影など。

捕獲実績の報告や交付
金申請のための資料作
成などの事務を実施。

デジタル化後の運用の流れ

許可証

YY.MM.DD 許可証
YY.MM.DD

従

来
報告書 許可証YY.MM.DD

新
し
い
運
用

許可証

YY.MM.DD
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最後に
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➢今後も、現場が持つデジタル化への課題を拾い上げ、効
率化と現場の意欲向上に貢献し、鳥獣被害の軽減へ貢献

➢鳥獣害対策クラウドや事例取り組みの詳しい内容につい
ては、以下の商品ホームページからお問合せください。
(https://www.fujitsu.com/jp/group/kfn/services/list/cyojyu/)
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Thank you
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